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・卒業研究において研究テーマとして学生と共に取り組むことができている。
・本研究は、医療福祉工学コースに配属になり、コースの教育に合わせて新規に開始した研究テー
マであり、学生の積極性を引き出して取り組むことができていることは特筆に値する。

 研究実績の概要

　超弾性合金線は，外力によって非線形な変形を生じても塑性変形が生じにくく，除荷すると元の
形状に戻る性質を有する.その性質を活かし、従来より眼鏡のフレームや釣り竿などに応用されて
いる．本研究では，超弾性合金線の新しい応用として，従来に例のない，動力伝達軸への応用に取
組んでいる．先行研究において，超弾性合金線に曲率を与えた状態でも回転動力の伝達が可能であ
ることを実証的に示した．超弾性合金線を動力伝達軸とすれば，動力伝達経路が曲がっていても動
力伝達が可能であり，動力源を駆動部から離れた位置に設置でき，駆動部周りの軽量化や簡素化が
期待できる．よって，ロボットハンドの小型化が可能となり，狭小部位への挿入と作業に置いて新
たな活用が可能になるものと考えられる.しかしながら，超弾性合金線に繰返しねじり負荷を与え
た場合のねじり特性や超弾性合金線に曲率を加えた場合のねじり特性の変化は明らかになっていな
い．また，従来の研究では回転曲げの試験は行われているが，ねじりモーメントが負荷された状態
での回転曲げ試験は行われておらず課題は多い．そこで本研究では，超弾性合金線を動力伝達軸と
して用いることを想定して，任意の曲率を与えた状態でのねじり特性を計測し，動力伝達軸として
のねじりの強度特性を評価することを目標とし，繰り返しねじり試験機の開発を行った．
　試験機の基本構成は完成し，繰り返しねじり試験の実施が始まっている.まだ実験データの数量
は極めて少ないため，今後は実験を繰り返してデータを蓄積すること，試験機の改良をおこなうこ
と，試験機の増設をおこなうことなどが課題と言える.
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